




















“（Book Review) Legal Chalenges to Establish a Universal International Society: Festschrift for 
Professor Kentaro Serita on the Occasion of His Seventieth Anniversary edited by Shigeki 
Sakamoto and Kimio Yakushiji Tokyo: Shinzansya. 2013”，hρanese Yearbook of International 
Law, Vol. 57 (2015). pp. 465-468 
「創刊 80号の地点から一一抵抗という象徴j『神奈川大学評論』 80号（2015年3月） 168-170頁
「不可視の難民の声 「北朝鮮難民」（石丸次郎著）」『書評大全』（三省堂， 2015年）所収
132 専任教員の研究・社会活動報告
「〈座談会〉戦後 70年と日本社会」「神奈川大学評論」81号 （2015年7月） 5-32頁
「安倍政権のやり方は立憲主義に反しているのではないですか」日本平和学会安保法政 100の論
点（2015年8月）http:/ /www.psaj.org／論説一声明／安保法制－100の論点／





「戦時国際法」「戦争違法化」 吉田裕ほか編 『アジア ・太平洋戦争辞典』（吉川弘文館， 2015
年）所収
「国際法における性奴隷制と 「慰安婦」制度」『戦争責任研究』84号 （2015年夏季号）30 42頁




「国際法から集団的自衛権を批判する （インタ ビュ ー）」 「季刊 ピー プノレズ・ プラ ン』 70号
(2015年 10月）26-37頁
「安保関連法の成立と国際法」『法律時報』2015年 1 月号 45頁
「〈論壇時評〉安全保障の実景」『神奈川大学評論』82号 （2015年 11月） 174 183頁
「難民認定制度運用の見直しにかかる提言」 （法務省入国管理局に提出） 2016年2月
「国際法の過去 ・現在 ・未来①一国際法と出会 う」 『時の法令』1998号 （2016年3月）52 56頁
「不正義への合意，再び」前田朗編著 『「慰安婦」 問題 ・日韓「合意」を考える』所収（彩流社，
2016年 3月）71 73頁
「「不信の文化」に抗する」PRIMEOccasional Papers 3号 （明治学院大学国際平和研究所， 2016
年 3月） 35-37頁
「アジア的人権」「国連人権理事会特別報告者制度」「出入国管理制度」「出入国管理及び難民認定
法」「人権」「人権条約」「人権保障の国際化j「政治難民j「難民」「フランス人権宣言」「文明
国標準」「補完性の原則」「マイ ノリティ」「未承認国家」広島市立大学広島平和研究所編『平
和 と安全保障を考える辞典』（法律文化社，2016年） 所収
2 主要な社会活動
国際人権法学会理事長（～2015年 11月） ・理事
日本平和学会理事
アジア国際法学会日本協会理事
川崎市人権施策推進協議会会長
法務省難民審査参与員
日本学術会議連携会員
特定非営利活動法人ヒュ ーマンライツ ・ナウ理事長
特定非営利活動法人無国籍ネ ット ワーク理事
公益社団法人自由人権協会評議員
神奈川口ージャーナル第9号
難民研究フォーラム世話人会共同代表幹事
神奈川 朝鮮学園を支援する会代表
公益社団法人世界人権問題研究センター嘱託研究員
法律時報編集委員
TKC新・判例解説Watch編集委員（～2015年9月）
栗田陸雄
1 主要な著書・論文
特記事項なし
2 主要な社会活動
2016年4月～ 神奈川県弁護士会綱紀委員
1999年 7月～ ドイツケノレン大学日本アノレムニ会常務理事
鈴木義仁
1 主要な著書・論文
特記事項なし
2 主要な社会活動
2014年9月～ 横浜市消費生活審議会会長
中村俊規
1 主要な著書・論文
特記事項なし
2 主要な社会活動
2008年 6月～ 神奈川県収用委員会委員
2011年 1月～ 横浜弁護士会交通事故損害賠償研究会代表幹事
2015年 10月～ 横浜家庭裁判所調停委員
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仁平正夫
1 主要な著書・論文
特記事項なし
2 主要な社会活動
専任教員の研究・社会活動報告
2005年4月～ 横浜家庭裁判所調停委員
2014年 7月～ 横浜家事調停協会会長
神奈川家事調停協会連合会会長
